
産学官連携会議（ICT・標準化作業部会）

日時：平成31年 2月 5日 14:00～16:00

場所：第五博多偕成ビル １０F会議室

次 第

１．座長挨拶

２．最新の取組状況の共有

・i-Constructionに関する話題提供 資料－１

ICT施工の実施状況

i-Construction大賞

H31年度ICT施工基準改訂予定

３．ICT土工の地方公共団体等への展開・支援

・H30年度現場支援型モデル事業の報告 資料－２

４．i-Construction教育の充実
・H30年度講習会の報告 資料－３

５．事例紹介

・鎌田建設(株)

６．討議

・ＩＣＴ施工の課題について

７．閉会



（敬称略）
（順不同）

名　　前 所　　　　属 出席 備考

座　長 三谷
みたに

　泰浩
やすひろ

九州大学大学院工学研究院　附属アジア防災研究センター　教授 〇

委　員 水井
みずい

　雅彦
まさひこ

九州共立大学 共通教育センター　講師 〇

委　員 秋里
あきさと

　乃武宏
のぶひろ

（一社）日本建設業連合会　九州支部　積算資材委員会副委員長 〇

委　員 村山
むらやま

　雅人
まさと

（一社）日本道路建設業協会　九州支部　技術振興委員会　副委員長 〇

委　員 杉山
すぎやま

　秀彦
ひでひこ 建設産業専門団体九州地区連合会

(一社)福岡県建設専門工事業団体連合会　会長
〇

委　員 小田
おだ

　修一郎
しゅういちろう

九州地区土木施工管理技士会連合会　会長 〇

委　員 別府
べっぷ

　道
みち

郎
お

（一社）現場技術土木施工管理技士会　理事 〇

委　員 柴田
しばた

　貴德
たかのり

（一社）建設コンサルタンツ協会　九州支部　副支部長 〇

委　員 佐々木
ささき

　義文
よしふみ

（一社）全国測量設計業協会連合会　九州地区協議会　幹事 〇

委　員 下村
しもむら

　敏明
としあき 九州建設業協会

（一社）佐賀県建設業協会 常任理事
〇

委　員 鎌田
かまだ

　安典
やすのり

九州建設青年会議　幹事 〇

委　員 玉石
たまいし

　修介
しゅうすけ

（一社）日本建設機械施工協会　九州支部　支部監査役 〇

委　員 永島
ながしま

　一平
いっぺい

（一社）日本建設機械レンタル協会　九州支部　副支部長 代理
峰平国生
支部長

委　員 牛嶋
うしじま

　龍一郎
りゅういちろう

（一社）港湾技術コンサルタンツ協会　九州担当理事 〇

委　員 小倉
おぐら

　征巳
まさみ

（一社）日本埋立浚渫協会　九州支部　技術委員会　委員長 〇

委　員 元永
もとなが

　秀
ひで

（独）水資源機構　筑後川局　局長 〇

委　員 荒平
あらひら

　裕次
ゆうじ 西日本高速道路株式会社　九州支社

　建設・改築事業部　建設・改築統括課長
〇

委　員 廣松
ひろまつ

　新
あらた

福岡北九州高速道路公社　企画部長 〇

委　員 富田
とみた

　信雄
のぶお

福岡県　県土整備部　企画課　技術調査室長 〇

委　員 高塚
たかつか

　明
あきら

佐賀県　県土整備部　建設・技術課長 代理
山田幸正
副課長

委　員 佐々
ささ

　典明
のりあき

長崎県　土木部　建設企画課長 代理
光武久修
課長補佐

委　員 田尻
たじり

　雅裕
まさひろ

熊本県　土木部　土木技術管理課長 〇

委　員 湯地
ゆじ

　三子弘
みねひろ

大分県　土木建築部　建設政策課長 代理
横田康行

主幹

委　員 大坪
おおつぼ

　正和
まさかず

宮崎県　県土整備部　技術企画課長 代理
稲田政史
副主幹

委　員 徳留
とくどめ

　忠昭
ただあき

鹿児島県　土木部　監理課　技術管理室長 〇

委　員 西
にし

　昭洋
あきひろ

福岡市　財政局　技術監理部　技術監理課長 〇

委　員 竹田
たけだ

　幸夫
ゆきお

北九州市　技術監理局　技術部　技術管理課長 〇

委　員 吉留
よしどめ

　健士
たけし

熊本市　総務局　契約監理部　技術管理課長 〇
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委　員 藤巻
ふじまき

　浩之
ひろゆき

国土交通省　九州地方整備局　企画部長 〇

委　員 栁田
やなぎた

　誠二
せいじ

国土交通省　九州地方整備局　地方事業評価管理官 〇

委　員 鈴木
すずき

　彰一
しょういち

国土交通省　九州地方整備局　企画調整官 〇

委　員 浦山
うらやま

　洋一
よういち

国土交通省　九州地方整備局　河川調査官 〇

委　員 靏
つる

　敏信
としのぶ

国土交通省　九州地方整備局　道路調査官 代理
谷川征嗣

道路工事課長

委　員 加賀谷
かがたに

　俊和
としかず

国土交通省　九州地方整備局　港湾空港企画官 ×

委　員 島本
しまもと

　卓三
たくぞう

国土交通省　九州地方整備局　九州技術事務所長 ×

委　員 服部
はっとり

　俊郎
しゅんろう

国土交通省　九州地方整備局　下関港湾空港技術調査事務所長 〇
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産学官連携会議 今後の進め方

第１回会議
検討テーマ決定

・最新の取組状況の共有
・地方公共団体への展開・支援
・教育の充実

第２～４回会議
１．九地整からの情報提供及び取組状況報告
２．各機関からの提出課題と解決の整理

第５回会議(今回)
１．各機関からの情報提供及び取組状況報告
２．九地整アンケート調査結果報告
３．i-Con普及戦略の策定

・i-Con普及の推進
・将来の維持管理を見据えた施策

ステップ１

ステップ２

ステップ３



少子高齢化・人口減少社会を迎え、社会全般はもとより、「地域の守り手」である建設業
界においても働き手の減少を上回る生産性の向上が求められている。ゆえに、建設現場の
生産性向上を図る取組を実施する。

意義意義

目的目的

労働者の減少を上回る生産性の上昇が必要

魅力ある現場 ← 生産性 ＋ 労働者等

i-Construction 意義・目的

現場作業（新規、維持管理）に３Dデータを活用して、生産性向上が図れる項目を総合的
に判断（工事費高でも安全性向上など）により、新３Kの魅力ある建設現場を実現する。

新３K
・給与が良い
・休暇がとれる
・希望がもてる

総
合
的
に
判
断

生産性向上項目

工事費

安全性

工期

作業環境

品質

魅
力
あ
る
建
設
現
場

施工フロー

測量
ドローンなどを活
用し、効率化、高
密度化した３次元
測量

設計
３次元モデルによる可
視化と手戻り防止、４Ｄ
（時間）、５Ｄ（コスト）に
よる施工計画の効率化

維持管理
ロボットなどによる
管理状況のデジタ
ルデータ化

施工
ＩＣＴ施工の工種拡大、
新技術導入による省力
化、効率化




